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（a） （b）
図１：二機無限大母線系統（a）と可到達性解析に基づく二機脱調不可避領域の検討結果（b）を示す。運転
中に（a）の点Fにおいて故障が発生し、故障回線を開放した場合を考える。（b）は発電機G1の故障
発生時刻における動作点集合であり、赤色の領域がリレー操作を用いても二機脱調が不可避の動
作点を表す。（b）の解析結果により故障発生時刻の発電機の動作状態を把握することにより将来の
不安定性の可能性を判定できる。例えば、故障発生時刻に発電機G2がIPで示された通常動作点
に存在するならば、二機脱調に至ることはない。［13］より転載。
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（b）
図２：N=20機の同期機を含むループ状電力システム（a）の電気機械的動揺の大域不安定性（b）を示す。
（b）の赤点が同期機の動作点（無限大母線を基準とした相差角）を表す。ある同期機へ初期時刻
に擾乱を加えると（b-a）、擾乱に伴い加えたエネルギーがネットワークを介して伝播し他の同期
機の動揺を生み（（b-b）～（b-d））、動揺がインコヒーレントに続いた（（b-e）～（b-h））後、全ての同
期機がほぼ同時刻に（コヒーレントに）無限大母線に対して脱調へ至る（（b-i）～（b-t））。［17］よ
り転載。
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